
Y162-P006 会場: ポスター会場 時間: 5月 20日

堆積物組成による液状化層準の識別－2003年宮城県沖および宮城県北部地震の例－

Identification of the source horizon of earthquake-jetted sand - 2003 Miyagi-oki Earth-
quake and Northern Miyagi Earthquake -
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2003年，宮城県において 2度の地震が発生し，宮城県内で液状化現象が認められた．本研究では，液状化し噴出した
層準を明らかにするため，液状化が顕著であった宮城県東松島市牛網地区と浜市地区でボーリングとジオスライサーに
より試料を採取し，粒度及び砂粒・鉱物組成分析を行ない検討した．本地域の層序は，上位から噴砂層・耕作土層・山砂
層・海浜砂層となる．噴砂試料とボーリング試料の粒度組成を比較した結果，牛網地区では，山砂層直下の海浜砂層最
上部の層準が噴出した可能性が高い．浜市地区では，山砂層と海浜砂層の粒度組成が同様で，液状化層を限定するに至
らなかった．噴砂として噴出した層準を限定するため，山砂層・海浜砂層・噴砂試料の砂粒組成分析を行った．それぞれ
の層準の組成を比較した結果，噴砂層と海浜砂層が近い組成を示し，山砂層はそれらとは異なった組成を示した．以上
より，鳴瀬町で認められた噴砂は，これまで液状化しづらいと考えられてきた海浜砂層起源である可能性が高い．


